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構築する立体街路の適用方法の検討の 3 点を挙げ，（１）の課題に対し第 2 章，（２）
の課題に対し第 3 章から第 6 章，（３）の課題に対して第 7 章がそれぞれ対応している。 
 





士の関係性，の 4 つの要素空間の関係性について分析をおこなっている。 
 




















京都大学 博士（工学） 氏名 井上 晋一 
れていることを実証している。 
 































（続紙 ２ ） 
 
氏 名 井 上  晋 一 
（論文審査の結果の要旨） 
 本論文は、集合住宅を構成する要素空間の関係性に着目し，共用空間の生活空間化を
実現する計画手法体系化を目標に，集合住宅の共用空間計画を理論的・実証的・実践的
に研究した成果についてまとめたものであり，得られた主な成果は次のとおりである。 
 
１． 集合住宅を構成する要素空間の関係性を，人間の行動や感覚に基づく位相的な関
係性である「動線上の関係性」および「視覚上の関係性」として捉え，ベクトル
式で示すことにより集合住宅の内的な空間構造を客観的に表現し，段階構成手法
の問題点を明確化し立体街路の多様性を示している。 
２． 「立体路地型集合住宅」「立体街区型集合住宅」「立体街路型集合住宅」の調査を
通じて，関係性を考慮した共用空間計画手法の具体的な効果や課題を明らかにし
ている。「立体路地型集合住宅」の調査では，住戸・住棟の配置関係を考慮する
ことにより居住者間の交流が活性化されることを明らかにしている。「立体街区
型集合住宅」の調査では，接地性の代替として計画された立体街路が身近な屋外
の生活空間として機能していることを実証している。「立体街路型集合住宅」の
調査では，立体街路の計画手法の有効性を明らかにしている。また，共用空間に
おける居住者の生活行動は，計画手法から一方的に影響を受けるのではなく，居
住者属性や近隣関係にも左右されることを明らかにしている。 
３． 建築実務家との研究交流を通じて，集合住宅における立体街路適用方法を実践的
に検討している。３事務所の建築家を交えてのワークショップを通じて，立体街
路の計画手法を抽出・整理・類型化し，設計手法シートによって要素空間の関係
性を構築する集合住宅の設計手法を提言している。 
 
 本論文は，主題とする要素空間の関係性を考慮した集合住宅の共用空間計画に関する
有用な知見を得ており，学術上、実際上寄与するところが少なくない。よって、本論文
は博士（工学）の学位論文として価値あるものと認める。また，平成２９年１月１６日，
論文内容とそれに関連した事項について試問を行った結果，合格と認めた。 
 
 
 
 
 
 
 
